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令和２年度 第１回南北海道定住自立圏共生ビジョン

懇談会（書面開催）結果

１ 書面開催期間 令和２年１０月２２日（木）から

令和２年１１月 ２日（月）まで

２ 書面協議結果

(1) 座長の選任について

お示しした事務局案に対し，可が１２票，否が０票により，古地

委員が選任され，就任についてご承諾をいただきました。

なお，副座長につきましては，座長から尾山委員が指名され，尾

山委員へ確認の結果，就任のご承諾をいただきましたので，尾山委

員にお願いすることとなりました。

(2) 第２次南北海道定住自立圏共生ビジョン第２回変更（案）につい

て

各委員からのご意見等およびこれらに対する事務局の回答は次の

とおりです。

意見等 回答

P28

【「７ 具体的取組内容と成果 技能実習生の増加につきまし

指標」中，（２）結びつきやネ ては，増加させる意志に関わら

ットワークの強化】 ず，急速な人口減少により，企

ウ 地域内外の住民との交流・ 業等における人手不足が深刻化

移住促進 していることから，今後も増加

①圏域における国際化の推進 傾向が続いていくと考えられま

事業名およびＫＰＩの変更につ す。

いて ご意見を踏まえ，受入体制の

【意見等】 整備として適切なＫＰＩを改め

・ＫＰＩとして，「技能実習」 て検討する必要があると考える

の人数が設定されているが，こ ことから，今年度の変更は見送

の指標では，技能実習生を増加 ることといたします。

させる意志があるように見える なお，今回の変更見送りに伴

がそうなのか。 い，懇談会資料として配付して

また，事業名の「外国人住民 おりました，（資料３）「南北海
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受入体制の整備」に関して，技 道定住自立圏連携事業の進捗状

能実習生が適切なＫＰＩかと疑 況等」について，当該事業の事

問もあり，これまでの「留学生」 業名およびＫＰＩを修正したも

についても同様である。 のを送付いたします。

改めて「受入体制の整備」と

は何を意味し，適切なＫＰＩは

何かを考える必要があると考え

る。

例えば，生活オリエンテーシ

ョンの実施回数，生活相談窓口

相談件数，医療通訳件数などが

考えられるが，今年度新たなＫ

ＰＩの設定が難しい場合には，

これまでのＫＰＩを維持しつつ，

来年度への変更に向けた検討を

行うことも可能と考える。

P34

【「９共生ビジョン事業一覧」 八雲町再確認したところ，当

中，「理学療法士よおび作業療 該事業に対する事業費ではなか

法士の養成支援＜令和２年度新 ったことから，同町の事業費は

規登載事業＞】 削除し，合計欄を修正するとと

【意見等】 もに，P19，44に記載されている

・八雲町の事業費の金額が大き 事業費の額を修正いたしました。

いが，どのような積算で算出さ

れた金額なのか。


